
クィルター：《３つのシェイクスピアの歌》 

 1905 年に作曲・出版された本作品の詩は、第１曲「来たれ、死よ」と第２曲

「おお、愛しき人よ」が、シェイクスピア『十二夜』（1602）第２幕の道化フェ

ステの歌から、第３曲「吹け、吹け、冬の風」が『お気に召すまま』（1600）第

２幕の貴族アミアンズの歌から採られている。いずれも劇中歌だが、クィルタ

ーは内容を忠実に表現した歌曲に仕上げている。 

 

R.シュトラウス：《４つの歌》 

 1894 年、R.シュトラウスはバイロイト音楽祭で出会ったソプラノ歌手パウリ

ーネと結婚した。その年に生まれたのが、この《４つの歌》である。「憩え、わ

が魂」は、挫折におののく魂を鎮めようとする歌。詩はドイツの詩人ヘンケル

による。「ひそやかな誘い」は、スコットランド出身の詩人ヘンリー・マッケイ

の詩。恋人を優しく口説きつつ、華やかな宴から静かな夜の庭へと誘う。「明日

こそ」もマッケイの詩で、無類の美しさを誇るピアノ伴奏にのせて、恋人との

永遠を夢見るような、陶然とした心地が歌われる。「ツェチーリエ」は、パウリ

ーネとの結婚の前日、ハインリヒ・ハルトの詩に付曲された。花嫁を優しく諭

すような愛の歌。 

 

加藤昌則：連作歌曲《名もなき祈り》 【世界初演】 

 もともとは単体で書いていた「Sancta Maria」を、昨今の様々な出来事から

「祈り」というテーマで何曲かの組曲にできないかという藤木君からの提案が

この連作の誕生になった。様々な「祈り」の詩が詠まれているけれど、「今」を

生きる表現者に、それぞれの「祈り」を言葉に込めてもらったら、「今」を生き

る人々にこそ響く「祈り」が生まれ、それは「今」という時代を象徴するよう

な新しい「祈り」なのか、普遍的には何も変わらない根源的な「祈り」なのか、

言葉と音楽で聴衆に問いかけてみたいという気持ちも生まれ、藤木君も知る３

人の表現者に詩を依頼し、「Sancta Maria」と他に祈りの詩としてストックして

いたイギリスの古詩「Indian Prayer」を書き下ろして、この連作が生まれた。 

（加藤昌則） 

 

マーラー：《リュッケルトの詩による５つの歌曲》 

 1900 年、マーラーは画家の娘である美貌のアルマ・シンドラーと出会い、1902

年に結婚。19 世紀ドイツの詩人フリードリヒ・リュッケルトの詩に付曲した《リ

ュッケルトの詩による５つの歌曲》は、ちょうどその時期（1901～03 年）に作

曲された歌曲集で、ピアノ伴奏版とオーケストラ伴奏版が存在する。同じくリ

ュッケルトの詩を用いた《亡き子をしのぶ歌》も同時期の作品だが、本歌曲集



の５つの歌は、曲順の指定がなく、曲趣もバラエティに富んでいる。ただ、煩

わしいこの世界を離れて、静かな世界に憩いたいという感覚が通底している。 

 

ヴォーン・ウィリアムズ：《旅の歌》 

 全９曲からなる連作歌曲集《旅の歌》の詩は、『ジキル博士とハイド氏』や『宝

島』で知られる、イギリスの小説家スティーヴンソンの同名詩集から採られて

いる。まず、1901～04 年にかけてバリトンのために作曲され、1904 年に終曲を

除く８曲が初演されたのち、出版社の意向で２巻に分断されて出版（その際、

第７曲は含まれず）。そしてヴォーン・ウィリアムズの死後、遺稿のなかから第

９曲が発見され、1960 年に至ってようやく全９曲そろっての出版と相成った。

「さすらう旅人」というモチーフからして、シューベルト《冬の旅》やマーラ

ー《さすらう若者の歌》などとも比されるが、ヴォーン・ウィリアムズの旅人

は、ロマンティシズムに溺れることもなく、自滅的な行動に出ることもなく、

どこか毅然とした矜持を抱き、深い諦念とこの世界に対する愛惜の情を貫いて

いるように感じられる。 


